
現
在
の
国
の
方
針
で
は
、
こ

の
春
か
ら
夏
を
目
処
に
Ａ
Ｌ
Ｐ

Ｓ
処
理
水
の
海
洋
放
出
を
開
始

す
る
予
定
に
な
っ
て
お
り
、
そ

れ
に
向
け
た
理
解
醸
成
の
た
め

テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
や
主
要
駅
で
の
デ

ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
に
よ
る

Ｐ
Ｒ
活
動
等
が
盛
ん
に
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
事
業

は
「
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
海
洋

放
出
に
伴
う
需
要
対
策
基
金
事

業
」
の
中
の
「
福
島
第
一
原

発
の
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
等
に

関
す
る
広
報
事
業
」
と
し
て
、

２
０
２
１
年
度
補
正
予
算
の

３
０
０
億
円
を
利
用
し
て
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
内
容
に
は
多

く
の
誤
解
を
受
け
る
表
現
が
使

わ
れ
て
お
り
、
不
都
合
な
部
分

は
文
字
を
小
さ
く
し
て
読
み
づ

ら
く
す
る
と
言
う
姑
息
な
手
法

が
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

具
体
例
は
、
東
京
電
力
の
処
理

水
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
に
「
お
伝

え
し
た
い
18
の
こ
と
」
と
し
て

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
の
細
か
い
内
容
に
つ
い
て
一

つ
一
つ
反
論
し
て
も
い
い
の
で

す
が
、
こ
こ
で
は
も
っ
と
根
本

的
な
部
分
か
ら
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

現
在
も
汚
染
水
が
増
え
続
け

て
い
る
主
な
原
因
は
、
地
下
水

の
原
子
炉
建
屋
へ
の
流
入
で

す
。
こ
れ
に
対
処
す
る
た
め
に

建
屋
周
囲
を
凍
土
壁
で
囲
ん
で

地
下
水
の
流
入
を
抑
え
る
対
策

や
、
流
入
す
る
手
前
の
段
階
で

地
下
水
を
汲
み
上
げ
て
海
に
流

す
と
い
う
地
下
水
バ
イ
パ
ス
と

い
う
対
策
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
ど
ち
ら
の
方
法
を

用
い
て
も
地
下
水
の
流
入
を

完
全
に
抑
え
る
こ
と
は
出
来

ず
、
現
在
で
も
毎
日
１
０
０
㎥

の
汚
染
水
が

発
生
し
て
い

ま
す
。
そ
の

理
由
は
、
建

屋
周
囲
に
複

雑
に
張
り
巡

ら
さ
れ
た
地

下
構
造
物

が
あ
る
た

め
、
そ
の
構

造
物
よ
り
深

部
に
は
凍
土

壁
は
作
る
こ

と
が
で
き

ず
、
地
下
水
流
入
可
能
な
穴

だ
ら
け
の
状
態
に
な
っ
て

い
る
こ
と
。
そ
し
て
、
上
部

透
水
層
か
ら
汲
み
上
げ
る	

地
下
水
バ
イ
パ
ス
に
関
し
て

も
、
汲
み
上
げ
実
績
量
が
想
定

の
４
分
の
１
だ
っ
た
こ
と
、
４

号
機
の
基
礎
が
難
透
水
層
（
粘

土
層
）
を
貫
い
て
下
部
透
水
層

に
達
し
て
い
る
た
め
下
部
透
水

層
か
ら
地
下
水
が
上
昇
し
て
く

る
こ
と
。
ど
ち
ら
の
方
法
も
予

定
通
り
の
効
果
は
得
ら
れ
て
い

な
い
こ
と
を
「
地
学
団
体
研
究

会
」
の
研
究
グ
ル
ー
プ
が
指
摘

し
て
い
ま
す
（
地
学
団
体
研

究
会
発
行
『
福
島
第
一
原
発
の

汚
染
水
は
な
ぜ
増
え
続
け
る
の

か
』
参
照
）。

国
と
東
電
が
汚
染
水
発
生
の

根
本
的
な
解
決
策
を
先
送
り
に

し
た
ま
ま
に
場
当
た
り
的
に
タ

ン
ク
を
増
設
し
た
結
果
、
タ
ン

ク
が
廃
炉
作
業
の
妨
げ
に
な
る

と
い
う
理
由
で
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理

水
を
海
洋
放
出
し
よ
う
と
し
て

い
る
わ
け
で
す
。
そ
し
て
、
そ

の
正
当
化
の
た
め
の
Ｐ
Ｒ
等
に

３
０
０
億
円
を
使
い
、
海
洋
放

出
に
関
連
し
た
漁
業
者
救
済
の

た
め
に
５
０
０
億
円
の
基
金
を

創
設
し
て
い
ま
す
。
先
の
研
究

グ
ル
ー
プ
は
問
題
点
だ
け
で
は

な
く
具
体
的
な
解
決
策
も
提
案

し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
放
出
に

伴
う
対
策
費
が
あ
れ
ば
根
本
対

策
が
可
能
と
思
わ
れ
ま
す
。
根

本
的
な
解
決
策
に
予
算
を
使
わ

ず
、
あ
え
て
風
評
被
害
を
巻
き

起
こ
す
可
能
性
の
あ
る
海
洋
放

出
を
急
ぐ
理
由
は
不
明
で
す
。

Ｐ
Ｒ
活
動
や
風
評
対
策
で
事
故

は
収
束
し
ま
せ
ん
、
根
本
的
な

対
策
を
先
に
行
う
べ
き
で
す
。

2023年 4 月 1 日〜同年12月31日まで、一般名処方加算・外来後発
医薬品使用体制加算等の特例と、医療情報・システム基盤整備体制
充実加算の特例措置が講じられます。概要について以下掲載いたし
ます。改正後の告示通知等は石川県保険医協会ホームページに掲載
した資料をご覧ください。

1	 一般名処方加算、外来後発医薬品使用体制加算、後発医薬品使
用体制加算の特例引き上げ
医薬品供給の不安定な状況を踏まえ、医薬品の安定供給に資する
取り組みを実施した場合に2023年 4 月 1 日〜2023年12月31日まで下
記の点数が引き上げられます。具体的には各点数の追加の施設基準
を満たす必要があります。なお、追加の施設基準を満たしたことに
ついて、東海北陸厚生局への届出は不要です。
⑴	 一般名処方加算（処方箋料）

2023年3月
31日まで

2023年4月1日〜
2023年12月31日

一般名処方加算1
一般名処方加算2

7点
5点 → 9点（+2点）

7点（+2点）

追加の
施設基準

医薬品の供給状況等を踏まえつつ、一般名処方の趣旨を患
者に十分に説明することについて、当該保険医療機関の見
やすい場所に掲示していること。

⑵ 	外来後発医薬品使用体制加算（処方料）
2023年3月
31日まで

2023年4月1日〜
2023年12月31日

外来後発医薬品使用体制加算1
外来後発医薬品使用体制加算2
外来後発医薬品使用体制加算3

5点
4点
2点

→
7点（+2点）
6点（+2点）
4点（+2点）

追
加
の
施
設
基
準

ア		 外来後発医薬品使用体制加算に係る届出を行っている保険医
療機関であること。

イ		 医薬品の供給が不足した場合に、医薬品の処方等の変更等に
関して適切な対応ができる体制が整備されていること。

ウ		 イの体制に関する事項並びに医薬品の供給状況によって投与
する薬剤が変更となる可能性があること及び変更する場合には
患者に十分に説明することについて、当該保険医療機関の見や
すい場所に掲示していること。

⑶	 後発医薬品使用体制加算（入院基本料等加算）
2023年3月
31日まで

2023年4月1日〜
2023年12月31日

後発医薬品使用体制加算1
後発医薬品使用体制加算2
後発医薬品使用体制加算3

47点
42点
37点

→
67点（+20点）
62点（+20点）
57点（+20点）

追
加
の
施
設
基
準

ア		 後発医薬品使用体制加算に係る届出を行っている保険医療機
関であること。

イ		 医薬品の供給が不足した場合に当該保険医療機関における治
療計画等の見直しを行う等、適切に対応する体制を有している
こと。

ウ		 イの体制に関する事項並びに医薬品の供給状況によって投与
する薬剤が変更となる可能性があること及び変更する場合には
入院患者に十分に説明することについて、当該保険医療機関の
見やすい場所に掲示していること。

2	 医療情報・システム基盤整備体制充実加算の改定
2023年 4 月 1 日〜2023年12月31日まで、マイナンバーカードの利
用なしの場合に①初診の加算が 4点から 6点に変更、②再診時に医
療情報・システム基盤整備体制充実加算 3（ 2点）が新設されまし
た。算定要件は同封の資料をご覧ください。

2023年3月
31日まで

2023年4月1日〜
2023年12月31日

初診 マイナンバーカード利用なし
　　　   〃　　　　   あり

4点
2点 → 加算1　6点（+2点）

加算2　2点（±0点）

再診 マイナンバーカード利用なし
　　　   〃　　　　   あり

点数なし
点数なし → 加算3　2点（新設）

点数なし

2023年4月実施 診療報酬の特例措置

厚労省保険局医療課医療指導監査室より事務連絡「令和 5年度における指導監査
等について」が2023年 1 月19日に発出されました。内容は2022年度と同様であり、
本年も高点数理由の個別指導は実施されない方針です。ただし、昨年発出された厚
労省事務連絡「令和 4年度における指導監査等について」にて、2022年度に集団的
個別指導を受けた医療機関は2024年度の高点数理由の個別指導の対象とするとされ
ており、高点数理由の個別指導は来年度より再開される予定です。

集団指導（指定時、
更新時、登録時）

実施する。なお、eラーニングによる実施を原則とするが、
地域の実情に応じ、集合形式での開催も可能とする。

集団的個別指導 集合形式により実施する（感染状況により資料配付、動
画配信も可）。なお、令和 5年度に集団的個別指導を受け
た保険医療機関等について、指導大綱等に規定する選定
基準に該当する場合は、令和 7年度に高点数を理由とす
る個別指導の対象とするが、実施にあたっては、令和 6
年度の状況を見極めた上で実施の可否を判断する。

個別指導 指導大綱に基づき実施する。ただし、高点数の保険医療
機関等に対する個別指導は実施しない。

新規個別指導 教育的指導の観点から、全て実施する。令和 4年度以前
の未実施分については、令和 5年度中の解消に努める。

監　　査 実施する。

適時調査 実地での調査を実施する。

2023年度の指導監査等の実施方針が示される
今年度も高点数理由の個別指導なし

原発・いのち・みらい原発・いのち・みらい
その79
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処
理
水
の
正
体
③

無
駄
な
Ｐ
Ｒ
や
海
洋
放
出
よ
り
ま
ず
根
本
対
策
を
！

透水層と4号機の関係（東京電力資料を一部改変
　https://www.tepco.co.jp/nu/fukushima-np/
roadmap/images/c130823_05-j.pdf）
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